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千葉県猿山よ‘り発見されたナウマンゾウの牙の

化石化作用と結晶について聯
宗＊

小沢幸重

脱灰した試料においては，インドゾウでコラー

ケン線維が明瞭に観察されたが，ナウマンゾウで

はなにも確認されなかった。このナウマンゾウの

牙の有機基質は，化石化作用の過程でほぼ完全に

失なわれたものであろう。

ナウマンゾウの牙の結晶は，非常にはっきりと
O

観察され，幅が約60Aであった礫1図)。イン

ドゾウの象牙質の結晶は,不明瞭であり，幅が約
0

30～40Aであった(第2図)。インドゾウの象牙質の

結晶の幅が， ヒトの象牙質のものと同様の値をし

めてしていること(SOOTT&SYMONS;1974)

から，これらの値は，結晶の正常な値をしめてい

るといえる。いつぽう，結晶の長さは，一定の値を

しめさなv淀めに，正常な値ではないと考えられる。

ナウマンゾウの牙の結晶が，どのようなアパタ

イトであるのか，または他の結晶に置換されてい

るのかは，今後の研究によらなければならない。

しかし，ナウマンゾウの牙の象牙質とインドゾウ

の臼歯の象牙質には，本質的な差はないと考えら

れる。そのために，以上の結晶幅の差は，ナウマ

ンゾウの牙の結晶の幅が，化石化作用の結果にエ

って，成長していることをしめしている。

デスモスチルﾆｽ(Desmosty]_ue)や野尻湖のナ

まえがき

1971年5月に千葉県下総町猿山より発見さ

れたナウマンゾウ(PalaeoZloxodonnaumanni

(MAKIYAM")(犬塚; 1971,大森･他; 1971)の

牙の破片を，透過型電子顕微鏡で観察した。これ

を，現生インドゾウ(mephasmax:imusL:INNi)

の臼歯の象牙質と比較したので報告する。

この報告にあたり，井尻正二会員および長鼻類

団体研究グループの会員の方友に，御指導，御援

助をいただいた。以上の各位に深謝する。

方法

各試料とも，約1”の幅の断片として，スチレ

ンモノマーで浸透し， リゴラック樹脂に包埋して

薄切した。

有機基質の観察のために，薄切後，マイクロメ

ッシュ上で， 1冊塩酸で注意深く脱灰し，電子染

色をおこなった。

以上の処理ののち，電子顕微鏡で観察した。

結果と検討

ナウマンゾウの牙は，肉眼的には珪化したよう

に見え，白色でもろい状態にあった。しかし，牙

の断面では， 「象牙」特有の縞模様がはっきりと

観察された。この縞模様は，象牙細管の配列およ

び走行に主るものである。

この象牙細管は，電子顕微鏡によると中空であ

り，中にはなにも存在せず，また，他の物質によ

って置換された韮うな象牙線維らしいものも観察

されない。管周象牙質の構造もまた観察されなか

った。

ウマンゾウおよびマンモス(m.ephasprimi-

geniue)の象牙質には，象牙線維の印象とおも

われる像がえられた（小沢; 1974a, b)。これ

らは，牙の象牙質とはちがうために，同一条件で

論じるには問題がある。しかし，これらにくらべ

て，猿山のナウマンソ．ウの化石化作用の条件は，

象牙線維をはじめとする有機質が，溶失しやすい

状態であったものと考えることができる。たとえ

ば，その包含層が粗粒の砂層であり，しかも段丘

を形成していて，水の浸透性と透過性が憩いなど

の条件がその一つと考えられる。
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第2図インドゾウの臼歯の象牙質の結晶’
0

単位: 700A
第1図ナウマンゾウの牙の象牙質の結晶

◎

単位: 700A

まとめ

猿山のナウマンゾウの化石化作用では，時代的

な古さの条件だけでなく，有機質を溶失するよう

な堆積条件が考えられ，それが結晶を成長させて

いる，と考えられる。
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